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青木(199〔
による出瑞
環境区
‐?‐??
???????????、
??????
?????????、????、??????????????????????、
???．??
富山県平村相倉トチノキ林の森林構造とササラダニ類
ノキ林には全く出現しないなど，林のササラダニ相を
数量的に特徴づける種は林によってかなり違いがある
ようである。
青木（1995）は環境選択の範囲が比較的はっきりし
ていて環境診断に使えそうなササラダニ類100種を環
境区分毎にリストアップし，それらを5段階（A:自然
林や神社林B:自然林から二次林C:二次林D:様々
な環境に幅広くE:人工的環境を主体に生息する種）
に分けて点数化（A5点，B4点，C3点，D2点，E1点）
し，環境の「自然性」を評価する方法を考えた。相倉
トチノキ林から出現したササラダニ類を用いてこの方
法で「自然性」の評価を試みた。A群～E群の出現状
況は表5のとおりである。したがって，以下の計算に
より評価点は3.1となった。
5×5＋6×4＋6×3＋8×2＋2×l
評 価点＝＝31
5＋6＋6＋8＋2
評価点が5に近づくほどその場所の自然性は高く，i
に近づくほど自然性が低いことを表すとしているので．
ほぼ中間の値であり，普通の二次林ということになる。
また，この評価点においても平沢トチノキ林のササラ
ダニ類で求めた評価点3.1と全く同じであり，両トチ
ノキ林のササラダニ相の高い類似性を示唆するもので
あった。
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